
校長からのメッセージ

行事を次の学習・生活に生かすには

 １年生の移動教室・２年生の鎌倉遠足・３年生
の修学旅行が終わりました。１学期の大きな行
事が無事に終わり、本当に良かったと思いま
す。生徒・教職員のみならず、保護者の皆様の
ご協力に感謝いたします。一人ひとりにとって
とても思い出深い、良い行事となったことで
しょう。
　この行事を今後の日常生活にどのように生か
すか、尐し考えてみましょう。まず、次のよう
に分析します。自分で考えるのが原則ですが、
友人や先生の話も参考にしてください。

     ① 良かったこと・がんばったこと・評価
        できること
     ② 悪かったこと・失敗したこと・こうす
        れば良かったと思うこと
     ③ 今後に生かしたいこと・このまま継続
        したいこと・今後の可能性
     ④ 今後の課題・どうすれば直すことができ
        るか・このままだとどうなってしまうか

　そして、これを大きな紙に書きます。さら
に、できれば自分の机の前に貼っておきます。
　毎日、この掲示を見て自分自身を高めていき
ます。人はうまくいったことや成功によって、
気分が高まりやる気が出ます。とても素晴らし
いことです。けれども、本当に学ぶのは失敗か
らです。失敗したことや良くなかったことは、
うまく反省すれば次のチャンスに変わります。
課題を意識することで、課題の克服や解決が生
まれ、次の成功が導かれるというわけです。
「行事を生かす」というのはそういうことで
す。行事が終わればそれで終わり、日常生活や
学習に何の影響も進歩もないというのはとても
残念です。

　さて、これからいよいよ学校は日常的な取り
組みに戻ります。学習と生活を引き締める時期
です。６月２９日（水）～７月１日（金）に
は、１学期の定期考査があります。１年生の皆
さんにとっては中学校で初めての定期テストで
す。２・３年生は十分知っていますが、限られ
た期間で、多くの教科のテストがあります。こ
れは１学期の学習の成果を評価するもので、成
績に直結します。（ただし、テストだけで成績
は決まりません。）したがって十分な準備が必
要です。限られた日時をどう計画的に過ごし、
試験準備をするか、これは大変大事ですが、同
時にとても難しいことです。

　私の話ですが、中学生の頃、定期考査の２週
間前から勉強しようと計画を立てました。しか
し、部活動は１週間前までありますので、放課
後すぐに帰って勉強するわけにはいきません。
結局、部活動で疲れて帰って、計画の半分もで
きず次の日を迎えます。次の日こそ頑張ろうと
思っても、同じ繰り返しで、やっと１週間前に
なり、どうやら勉強できる雰囲気になります。
でも、計画は遅れに遅れ、結局前日に徹夜に近
い状況になり次の日のテスト勉強を集中してや
るという、非効率的な取り組みになるのです。
毎日徹夜もできませんので、当然２日目や３日
目の試験勉強は苦しく、泣きそうになりながら
テストを受けていました。本当に恥ずかしい話
です。もう尐し計画的に取り組みたいといつも
思っていました。
　私の友人のＩ君は優秀でした。でも、特に試
験前も特別な勉強はしていません。しかし、彼
は日常的に小さな取り組みを積み重ねていまし
た。例えば、休み時間や放課後に宿題をやり、
分からないことはその日の休み時間に先生に聞
きに行きます。分かるまでねばります。そし
て、教科書しかやりませんが、例えば英語の教
科書は徹底的に声に出して読み、覚えます。実
は、小さな積み重ねは長時間の取り組みを超え
た力を発揮するのです。
彼は現在高校の社会科の先生ですが、学者でも
あり、本など定期的に出版しています。人はそ
れぞれの道を歩みますが、良いやり方は早めに
見習うことをお勧めします。

　東日本大震災によ
り延期をしたハンナ
のかばんの上演を、
５月２３日(月)に四
谷ひろばで行うこと
ができました。多く
の四谷中の生徒や保
護者、地域の方々に
来ていただき、ありがとうございました。
　当日はこの劇にも登場するNPO団体「ホロ
コースト教育資料センター」の石岡史子さんご
本人にも来て戴きました。この劇は道徳授業地
区公開講座で取り上げた教材を下敷きにしまし
た。上演生徒たちはその授業で学んだことを、
精一杯舞台で表現していました。
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班ごとにタクシーにての京都市内
の見学

奈良公園内の班行動による見学

　今回の移動教室は、天候
にも恵まれ、特に２日目の
ハイキングは、参加者全員
が全行程を歩ききった。
車山山頂からの雄大な景色に感動し、蝶々深
山、物見岩を経て、眼前に八島湿原の広大な平
原を目にした時にはそれまでの疲れも吹っ飛
び、思わず感嘆の声をあげそうになりました。

６月１６日（木）～１８（土）の２泊３日で京
都・奈良の修学旅行に行って参りました。

1日目 クラスごとにバスにて法隆寺と薬
師寺の見学　夜は「楽たび」の講
演会

2日目 午前:

午後: 京都の洛東・洛中の班行動に
よる見学

3日目

　6月17日金曜日、小雨降る中、2年生は鎌倉校
外学習に行ってきました。四ッ谷から四ッ谷ま
での丸1日の班行動だったわけですが、どの班も
班長中心によく行動できていました。特に午前
中は雨が強くなることもあったので、大変な
コースを歩いた班もいましたし、坂の途中にあ
る銭洗い弁財天までの道のりもかなりハードで
した。昼食場所も雨のため前日にコース変更を
した班など、小さいトラブルを抱えながらも、
本当にみんなで協力して良い旅にできたようで
す。
　「校外学習」ですので、事前学習・事後学習
も要領よくしっかり取り組むことができ、校外
学習明けの月曜日には、事後学習としての班新
聞を完成させまし
た。
　これからその新
聞を使って学習発
表会を行い、優秀
班を選ぶことにな
ります。
　よく学び、良い
旅の思い出を作る
ことができまし
た。

　１日目は、あいにく
の雨模様の中での見学
となりましたが、２日
目は、雨もやみ予定通
り班行動 を実施するこ
とができました。
　法隆寺をはじめとす
る世界に誇れる文化財
の見学を通して、改め

そして見ていただいた方から、生徒へ多くの温
かい言葉をいただきました。今後もこの経験を
生かした道徳授業を進めてまいります。どうぞ
よろしくお願います。

て日本の文化の素晴らしさを感じ、薬師寺のお
坊さんの講話では、「有り難う」の言葉と感謝
する気持ちをもつことの大切さを、また、「楽
たび」の講演会では、京都の寺社や仏像等の種
類、日本の古くからのしきたり等を学び、「漆

器の加飾」を通して伝統文化
を体験しました。３日目は、
タクシーの運転手さんから
色々なお話しを聞くこともで
き充実した３日間を過ごすこ
とができました。

　６月１９日(日)に四谷ひろ
ばで行われたイベントの「四
谷ひろばフェス2011」に１
年生１０名と３年生４名がボ
ランティアで参加しました。
今年は四谷ひろばの東日本大
震災支援事業として、支援活

　また、ほうとう作り、うちわ
作り、キャンプファイアー、球
技大会、ランプシェード作り、
オリエンテーリングと盛りだく
さんの内容で、生徒達はそのど
れにも真剣に取り組み、楽し
く、充実した時を過ごすことが
できました。

動を目的とした活動をしました。募金をしてく
ださった方へ綿あめやポップコーンを差し上げ
ました。生徒は綿あめやポップコーン作りに汗
を流しながら、募金活動にがんばりました。ま
たステージでは、震災にあった子どもたちの作
文から構成した「震災に生きる子どもたち」と
いう朗読劇を行いました。被災した子どもたち
の声をみなさんに一生懸命伝えました。
　次は本校での七夕飾りの短冊のお願いや、四
谷第六幼稚園でのこども祭に地域ボランティア
として活動します。どうぞよろしくお願いしま
す。

夜は「漆器の加飾」の体験学習

 

 

1年生 女神湖移動教室

2年生 校外学習「さあ鎌倉へ行こう！」

3年生 修学旅行


